
 

令和６年度医療機器安全対策推進部会における活動内容 

１．審議内容 
在宅における人工呼吸器の適正使用に関する取組 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今年度の取組 

  在宅医療現場における人工呼吸器のヒヤリ・ハット事例に関するアンケート実施（資料 2-2参照）。 

 

３．部会等開催状況 

  部会 ２回開催（第１回：７月 31日、第２回：12月 16日） 

  ワーキンググループ １回開催（９月 25日）  

 

４．部会等委員   
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【ワーキンググループ】                              ☆:委員長 
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〇当部会では過去より人工呼吸器に関連した啓発資材等を作成して注意喚起を行ってきたが、

医療機関でのヒヤリ・ハット事例は継続して発生しており、PMDA 等の注意喚起が繰り返し行

われている。 

〇高齢化等の背景より在宅医療の需要が高まっており、人工呼吸器使用者も増加傾向にある

が、公表されているヒヤリ・ハット事例は医療機関からの報告が主であることから、在宅で

の発生状況は明確になっていない。 

〇在宅においても医療機関と同様にヒューマンエラーに伴う事例の発生が予想されることから、

アンケートにより発生状況を把握して課題検討を行うこととした。 

 

●令和６年度 

  アンケートの作成、配布及び回収を行い、収集した情報についての集計を実施 

●令和７年度 

  アンケートの結果を基にしてワーキンググループで課題等の検討を行い、患者や患者家族

（介護者を含む）、訪問看護師の参考になる資料を作成する。 

（敬称略） 

 

【背景】 

資料２－１ 


